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平成２０年度東京都病院会計決算審査意見書 

 

第１ 審 査 の 概 要 

 １ 審査の対象  病院経営本部 

 ２ 審査の方法 

   この決算審査に当たっては、知事から提出された決算書類が、病院事業の経営成績及び財政状

態を適正に表示しているかを検証するため、決算諸表、総勘定元帳その他の帳簿及び証拠書類の

照合等を行うとともに、関係部局から決算についての説明を聴取するなどの方法により審査を実

施した。 

   また、本事業の経営状況を把握するため計数の分析を行うとともに、経済性の発揮及び公共性

の確保の観点から事業運営が適切に行われているかを検証した。 

 ３ 審査の期間  平成２１年６月２日から同年８月２８日まで 

 

第２ 審 査 の 結 果 

 １ 決算諸表について 

   審査に付された決算諸表は、病院事業の経営成績及び財政状態を、別項指摘事項を除き適正に

表示しているものと認められる。 

 ２ 事業運営について 

   平成２０年度の病院事業は、普通病院７、小児病院２、精神科病院２の計１１病院において、

病床数５，３７５床の施設規模により運営され、年間延べ患者数は、入院で１６６万４，６０８

人、外来で１９７万３，６４２人となっている。 

   これを前年度と比較すると、入院では３万３，９２３人、外来では４万７，９１１人それぞれ

減少している。 

   収支状況は、総収益１，３７０億余円に対し、総費用１，３５４億余円であり、差引き１６億

余円の純利益となっている。 

   財政状況は、資産２，４６３億余円、負債４００億余円及び資本２，０６３億余円となってい

る。 

   当年度の経営状況は、１６億余円の純利益を生じ、前年度に繰越欠損金が解消されていること

から、未処分利益剰余金は、当年度の純利益と同額となっている。 

しかしながら、当年度は１６億余円の純利益を計上してはいるが、その主な要因は、一般会計

からの補助金等が増加したことによるものである。医業損益ベースでは、入院患者数及び外来患

者数の減少傾向が続いていることなどから、医業費用が医業収益を上回る状態（２２５億余円の

医業損失）が継続し、前年度に比べ約４億円損失が拡大しており、経営面では、依然として厳し

い状況にある。このため、より一層の経営努力が必要である。 
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 ３ 指摘事項 

（１）決算に関するもの 

ア 固定資産の管理に係る規定を適切に整備し、資産価額を正確に計上すべきもの 

昭和４９年９月１０日付４９衛病管第６５３号決定「東京都病院事業固定資産（器械及び

備品）管理要綱」第９条第２項及び第１５条によれば、病院は、固定資産台帳及び固定資産

共用票（以下「固定資産台帳等」という。）と現品が一致するように努めなければならないと

している。 

ところで、駒込病院において、固定資産台帳から３６件を抽出して現品の確認を行ったと

ころ、表１のとおり、現品が存在しないものが２２件（パーソナルコンピュータ、製図器等

の事務用品）認められた。 

そのため、有形固定資産の価額（帳簿価額）が、７８万６５７円過大に計上されている。 

これは、以下の原因によるものと考えられる。 

① 固定資産台帳等と現品の一致を確かめる調査（実地棚卸）を行うための具体的な規定

がなく、規則的かつ網羅的な調査が実施されていない。 

② 固定資産を除却する際、東京都病院財務規則第９４条によると、病院は振替決定票を

発行しなければならないとしている。ところが、資産の配置先から除却にかかる報告が

行われない等の理由により、この経理手続が正確に実施されていない。 

本部は、固定資産の管理に係る規定を適切に整備し、資産価額を正確に計上されたい。 
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（表１）固定資産台帳等に記載されているが現品が存在しないもの（駒込病院） （単位：円） 

品 名 
取 得 

年月日 

帳 簿 

原 価 

（Ａ） 

減価償却 

累 計 額 

（Ｂ） 

帳 簿 

価 額 

（Ａ－Ｂ） 

ビデオ装置 昭 61. 3.31 230,000 218,500 11,500

温風暖房機 昭 58.12.27 194,500 184,775 9,725

電気冷蔵庫 昭 57. 3.15 465,000 441,750 23,250

雑誌台 昭 50. 2.21 150,000 142,500 7,500

昭 50. 2.21 155,000 147,250 7,750
植木台（２台） 

昭 50. 2.21 155,000 147,250 7,750

昭 57. 6.15 1,260,940 1,197,893 63,047

昭 60. 9. 9 275,000 261,250 13,750

昭 60. 9. 9 275,000 261,250 13,750

英文タイプライター

（４台） 

平元. 5.22 233,000 221,350 11,650

和文タイプライター 昭 61. 3.14 150,000 142,500 7,500

昭 61. 3.12 127,000 120,650 6,350

昭 62. 3.10 132,000 125,400 6,600

平 2. 8. 6 2,830,000 2,688,500 141,500

平 3.10.31 363,000 344,850 18,150

平 5. 2.26 770,000 731,500 38,500

製図器（６台） 

平 7. 1.27 966,700 918,365 48,335

カード刻字機 昭 60. 9. 3 5,350,000 5,082,500 267,500

平 13. 3.21 227,000 215,650 11,350

平 13. 3.21 227,000 215,650 11,350
パーソナルコンピュ

ータ（３台） 
平 13. 3.21 227,000 215,650 11,350

オーバーヘッドプロ

ジェクター 
昭 59. 3.31 850,000 807,500 42,500

合    計 15,613,140 14,832,483 780,657
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第３ 経営状況の概要 

 １ 経営成績について 

 （１）業務実績について 

   ア 入院患者実績について 

     当年度の入院患者実績は、表２のとおり、１６６万４，６０８人であり、前年度（１６９

万８，５３１人）と比較して３万３，９２３人（２．０％）減少している。 

これは主に、松沢病院において、急性期精神医療を中心とした精神医療センター（仮称）

開設に向けて病棟の改修等を行っているため、病床数が減少（△１１４床）したことなどに

よるものである。 

  

（表２）入院患者の実績比較表 

     

 

病床種別の病床数及び病床利用率は、表３のとおりである。病床数は、前年度に比較して

全体で１２６床の減少となっている。これは、松沢病院で３病棟を閉鎖したことなどによる

ものである。病床利用率は、８４．８％となっている。 

病床数 一日当り 年延べ(A) 病床数 一日当り 年延べ(B) 病床数 一日当り
年延べ

(C)=(A)-(B)
率

(C)/(B)×100

3,911 3,447 1,257,989 3,923 3,454 1,264,289 △ 12 △ 7 △ 6,300 △ 0.5 

広　尾 476 422 154,067 476 429 157,192 0 △ 7 △ 3,125 △ 2.0 

大　塚 500 415 151,549 500 428 156,535 0 △ 13 △ 4,986 △ 3.2 

駒　込 801 704 257,025 801 699 255,866 0 5 1,159 0.5 

豊　島 348 288 105,095 360 282 103,140 △ 12 6 1,955 1.9 

墨　東 729 645 235,224 729 653 238,984 0 △ 8 △ 3,760 △ 1.6 

府　中 761 696 253,935 761 695 254,629 0 1 △ 694 △ 0.3 

神　経 296 277 101,094 296 268 97,943 0 9 3,151 3.2 

345 246 89,714 345 251 91,849 0 △ 5 △ 2,135 △ 2.3 

清　瀬 255 180 65,599 255 182 66,771 0 △ 2 △ 1,172 △ 1.8 

八王子 90 66 24,115 90 69 25,078 0 △ 3 △ 963 △ 3.8 

1,119 868 316,905 1,233 936 342,393 △ 114 △ 68 △ 25,488 △ 7.4 

松　沢 877 694 253,114 991 743 272,040 △ 114 △ 49 △ 18,926 △ 7.0 

梅ケ丘 242 174 63,791 242 193 70,353 0 △ 19 △ 6,562 △ 9.3 

5,375 4,561 1,664,608 5,501 4,641 1,698,531 △ 126 △ 80 △ 33,923 △ 2.0 

(注）　病床数は、予算定床数である。

合　　計

小児病院

精神科病院

  （単位：床、人、％）

普通病院

対前年度比較（増△減）平成20年度 平成19年度
区　分
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（表３）病床種別の病床数及び病床利用率比較表 

（注）１ 病床数は、予算定床数である。 
２ 病床利用率は年延べ患者数を病床数×暦日で除したものである。 
３ 精神病床は広尾・豊島・墨東・府中・松沢・梅ケ丘の各病院に、結核病床は府中・清瀬小児の各病院に、感染症病床は 

駒込・豊島・墨東の各病院に設置している。 

 

 

   イ 外来患者実績について 

     当年度の外来患者実績は、表４のとおり、１９７万３，６４２人であり、前年度（２０２

万１，５５３人）と比較して４万７，９１１人（２．４％）減少している。これは、薬の処

方期間延長に伴う再診患者数の減少や、医師の欠員等による受入患者数の減少などによるも

のである。 

 

（表４）外来患者の実績比較表 

 

 

病床数 一日当り 年延べ 利用率 病床数 一日当り 年延べ 利用率 病床数 一日当り 年延べ 利用率

4,067 3,591 1,310,735 88.3 4,079 3,601 1,318,005 88.3 △ 12 △ 10 △ 7,270     0

1,182 935 341,288 79.1 1,296 1,007 368,461 77.7 △ 114 △ 72 △ 27,173 1.4 

86 33 12,115 38.6 86 32 11,812 37.5 0 1 303 1.1 

40 2 470 3.2 40 1 253 1.7 0 1 217 1.5 

5,375 4,561 1,664,608 84.8 5,501 4,641 1,698,531 84.4 △ 126 △ 80 △ 33,923 0.4 

（単位：床、人、％）

対前年度比較（増△減）
区　　分

平成20年度 平成19年度

感染症病床

普通病床

合　　計

精神病床

結核病床

一日当り 年延べ(A) 一日当り 年延べ(B) 一日当り
年延べ

(C)=(A)-(B)
率

(C)/(B)×100

普通病院 5,907 1,730,754 6,005 1,765,437 △ 98 △ 34,683 △ 2.0 

広　尾 748 219,194 782 229,881 △ 34 △ 10,687 △ 4.6 

大　塚 787 230,640 809 237,963 △ 22 △ 7,323 △ 3.1 

駒　込 1,194 349,897 1,210 355,677 △ 16 △ 5,780 △ 1.6 

豊　島 479 140,179 459 135,070 20 5,109 3.8 

墨　東 1,147 336,142 1,195 351,220 △ 48 △ 15,078 △ 4.3 

府　中 1,531 448,604 1,531 449,945 0 △ 1,341 △ 0.3 

神　経 21 6,098 19 5,681 2 417 7.3 

347 101,705 371 108,998 △ 24 △ 7,293 △ 6.7 

清　瀬 268 78,616 282 82,913 △ 14 △ 4,297 △ 5.2 

八王子 79 23,089 89 26,085 △ 10 △ 2,996 △ 11.5 

482 141,183 500 147,118 △ 18 △ 5,935 △ 4.0 

松　沢 335 98,232 362 106,456 △ 27 △ 8,224 △ 7.7 

梅ケ丘 147 42,951 138 40,662 9 2,289 5.6 

6,736 1,973,642 6,876 2,021,553 △ 140 △ 47,911 △ 2.4 

（単位：人、％）

対前年度比較（増△減）平成20年度 平成19年度
区　分

合　　計

小児病院

精神科病院
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（２）経営成績について 

    平成２０年度における経営成績は、表５（詳細は、別表１比較損益計算書）のとおり、医業

損失は、２２５億余円であり、前年度（２２１億余円）と比較して、３億余円（１．８％）増

加している。経常損益は、１６億余円の利益であり、前年度（３億余円の損失）と比較して、

１９億余円（５９６．１％）改善している。 

純利益は、１６億余円となっており、前年度（１０５億余円）と比較して、８９億余円（８

４．７％）減少している。 

 

（表５）経営成績比較表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 収益について 

     総収益は、表６のとおり、１，３７０億余円であり、前年度（１，４４０億余円）と比較

して、６９億余円（４．８％）減少している。 

これは主に、前年度には特別利益が１０９億余円（荏原病院の土地を一般会計に有償所属

換したことに伴う土地売却益の残額を、平成１９年度に特別利益へ振り替えたことにより生

じたもの）あったが、当年度は特別利益がなかったことによるものである。 

     医業収益は１，０７０億余円であり、前年度（１，０４９億余円）と比較して、２０億余

円（１．９％）増加している。 

     これは主に、一般会計負担金が８億余円、入院収益が６億余円、それぞれ増加したことに

よるものである。一般会計負担金の増加は、救急医療経費が６億余円増加したことなどによ

るものである。 

金　額 率
（C)=(A)-(B) (C)/(B)×100

医　業　収　益 107,003 104,958 2,045 1.9 

医　業　費　用 129,534 127,097 2,437 1.9 

22,530 22,138 392 1.8 

医 業 外 収 益 30,075 28,087 1,987 7.1 

医 業 外 費 用 5,926 6,275 △ 348 △ 5.6 

1,618 △ 326 1,944 △ 596.1 

特　別　利　益 0 10,992 △ 10,992      △ 100

特　別　損　失 0 115 △ 115      △ 100

1,618 10,550 △ 8,932 △ 84.7 

増　（△）　減

（単位：百万円、％）

純　　 利　 　益

平成19年度
（Ｂ）

平成20年度
（Ａ）

医　 業 　損 　失

経 常 損（△）益

区　分
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     医業外収益は３００億余円であり、前年度（２８０億余円）と比較して、１９億余円（７．

１％）増加している。 

     これは主に、一般会計補助金が１８億余円増加したことによるものである。一般会計補助

金の増加は、がん医療などの高度医療経費が９億余円、周産期医療などの特殊医療経費が８

億余円それぞれ増加したことなどによるものである。 

      

 

（表６）収益比較表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

一般会計からの繰入金は表７のとおり４１７億余円であり、前年度（３９１億余円）と比

較して、２６億余円増加している。 

 

 

 

 

金　額 率

(C)=(A)-(B) (C)/(B)×100

107,003 104,958 2,045 1.9 

入院収益 64,490 63,845 644 1.0 

外来収益 23,223 22,672 551 2.4 

一般会計負担金 17,648 16,792 855 5.1 

その他医業収益 1,642 1,648 △ 6 △ 0.4 

30,075 28,087 1,987 7.1 

受取利息及配当金 3,072 3,079 △ 7 △ 0.2 

一般会計負担金 1,526 1,626 △ 100 △ 6.2 

一般会計補助金 22,590 20,723 1,866 9.0 

国庫補助金 234 222 11 5.0 

その他医業外収益 2,652 2,434 217 8.9 

0 10,992 △ 10,992       △ 100

137,079 144,038 △ 6,959 △ 4.8 

医業外収益

特別利益

総収益

医業収益

（単位：百万円、％）

平成19年度
（Ｂ）

平成20年度
（Ａ）

区　　　分

増（△）減



 - 8 -

（表７）一般会計繰入金内訳比較表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 費用について 

     総費用は、表８のとおり、１，３５４億余円であり、前年度（１，３３４億余円）と比較

して１９億余円（１．５％）増加している。 

     医業費用は、１，２９５億余円であり、前年度（１，２７０億余円）と比較して、２４億

余円（１．９％）増加している。これは主に、原油高騰による電気、ガス料金の値上げに伴

う光熱水費の増加などにより経費が１１億余円、職員手当の増加などにより給与費が７億余

円増加したことによるものである。 

     医業外費用は、５９億余円であり、前年度（６２億余円）と比較して、３億余円（５．６％）

減少している。これは主に、雑支出が３億余円減少したことによるものである。 

     なお、給与費・職員数等については表９のとおりとなっている。 

 

 

 

平成20年度 平成19年度 増（△）減

19,174 18,419 755 

17,648 16,792 855 

救急医療経費 6,866 6,261 604 

精神科病院運営経費 6,775 6,698 77 

小児医療経費 1,990 1,793 197 

保健衛生行政経費 2,015 2,038 △ 23 

1,526 1,626 △ 100 

建設又は改良に要する経費 1,526 1,626 △ 100 

22,590 20,723 1,866 

22,590 20,723 1,866 

高度医療経費 10,381 9,428 952 

特殊医療経費 11,285 10,428 856 

建設又は改良に要する経費 923 866 57 

41,765 39,143 2,622 合　　計

区　　　分

（単位：百万円）

一般会計補助金

医業外収益

一般会計負担金

医業収益

医業外収益
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（表８）費用比較表 

 

 

（表９）給与費明細比較表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金額 率

(C)=(A)-(B) (C)/(B)×100

129,534 127,097 2,437 1.9 

給与費 69,376 68,654 721 1.1 

材料費 26,873 26,539 333 1.3 

経費 21,726 20,567 1,158 5.6 

減価償却費 10,499 10,414 84 0.8 

資産減耗費 171 96 74 77.0 

研究研修費 888 824 64 7.8 

5,926 6,275 △ 348 △ 5.6 

支払利息及企業債取扱諸費 2,445 2,492 △ 46 △ 1.9 

繰延勘定償却 492 479 13 2.8 

雑支出 2,988 3,303 △ 315 △ 9.6 

0 115 △ 115        △ 100

135,461 133,488 1,973 1.5 

（単位：百万円、％）

医業外費用

平成20年度
（A）

平成19年度
（B）

特別損失

総費用

区　　　分

増（△）減

医業費用

区　分 平成20年度 平成19年度 増（△）減

給料 25,467 25,668 △ 201 

職員手当 24,859 23,571 1,287 

法定福利費 8,489 8,699 △ 209 

計 58,816 57,939 877 

職員数 6,263人 6,231人 32人 

平均年齢 40歳7月 40歳4月 0歳3月 

職員１人当たり給与費 7,921千円 7,820千円 101千円 

（注）１　職員数及び平均年齢は、年度末現在である。また、職員数には、再任用短時間
　　　　勤務者（平成２０年度８８人、平成１９年度２８人）を含む。
　　　２　職員１人当たり給与費は、（給料＋手当）÷月当たり平均職員数である。
　　　３　職員は、すべて損益勘定部門に所属している。

（単位：百万円）
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事業の収益性を示す経営指標は、表１０のとおりである。特別利益がなかったことにより、

総費用対総収益比率が前年度より悪化している。その他の指標は、前年度とほぼ同様となっ

ている。 

 

（表１０）経営比率の推移 

 

 

 ２ 財政状態について 

（１）資本的収支について 

   資本取引に係る資金の動きを示す資本的収支の状況は、表１１のとおりである。 

   資本的収入は３１４億余円であり、前年度（１１０億余円）と比較して、２０３億余円（１

８４．５％）増加している。 

   これは主に、固定資産売却収入が３２億余円（１００％）減少したものの、企業債が２０２

億余円（３５５．０％）、一般会計出資金が５０億円（前年度は計上なし）増加したことによる

ものである。 

   資本的支出は３７５億余円であり、前年度（１７９億余円）と比較して、１９６億余円（１

０９．５％）増加している。 

   これは、企業債償還金が１６億余円（２３．２％）減少したものの、建設改良費が２１３億

余円（２００．２％）増加したことによるものである。 

   資金収支の状況は、表１２のとおり、差引額は６１億余円の財源不足となっている。これを

損益勘定留保資金等で補てんした結果、全体としては７５億余円の財源余剰となっている。 

   なお、当年度末における資金残高は、表１３のとおりである。 

 

 

 

項　　目 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 算　式

経営資本 営業利益

営業利益率 経営資本

営業収益 営業利益

営業利益率 営業収益

総費用対 総費用

総収益比率 総収益

病院事業収益
病院事業費用

（注）　１　経営資本＝総資本－（建設仮勘定＋投資＋繰延勘定）
　　　　２　自己収支比率＝病院事業収益（一般会計繰入金及び特別利益を除く。）÷病院事
　　　　　業費用（特別損失を除く。）

98.8 

（単位：％）

99.9 101.5 100.0 92.7 

△14.0 △12.1 △11.5 △ 12.4 

△19.7 △21.1 △ 21.1 

△13.5 

△18.4 △20.5 

70.4 70.4 自己収支比率 71.7 73.0 70.9 
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（表１１）資本的収支比較表 

  

（表１２）資金収支表 

（表１３）年度末資金残高表 

金　額 率

(C)=(A)-(B) (C)/(B)×100

企業債 25,954 5,704 20,250 355.0 

一般会計出資金 5,000 0 5,000 　　　　　　－

国庫補助金 468 143 325 227.2 

固定資産売却収入 0 3,268 △ 3,268        △ 100

その他資本収入 2 1,929 △ 1,927 △ 99.9 

　　　計 31,425 11,044 20,380 184.5 

建設改良費 31,946 10,640 21,306 200.2 

企業債償還金 5,593 7,280 △ 1,687 △ 23.2 

　　　計 37,540 17,921 19,619 109.5 

△ 6,115 △ 6,876 761 △ 11.1 

区　　　分

増（△）減

差引資本的収支

支
　
出

資
本
的

（単位：百万円、％）

収
　
入

資
本
的

平成20年度
（Ａ）

平成19年度
（Ｂ）

項　　　目 金　額 項　　　目 金　額

資本的支出（Ａ） 37,540 資本的収入（Ｂ） 31,425 

資本的収支資金不足額
（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ）

6,115 

当期純利益 1,618 

年賦未収金受払 3,657 

不動産信託受益権 △ 2,915 

損益勘定留保資金 11,160 

（減価償却費） 10,499 

（繰延勘定償却） 492 

（企業債発行差金） 21 

（固定資産除却費等） 147 

消費税資本的収支調整額 119 

計（Ｄ） 13,639 

収益的収支の資金剰余額
（Ｅ）＝（Ｄ）

13,639 

当年度資金剰余額
（Ｆ）＝（Ｅ）―（Ｃ）

7,524 

合計（Ａ）＋（Ｆ） 45,064 合計（Ｂ）＋（Ｄ） 45,064 

(単位：百万円)

支　　　　　出 収　　　　　入
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（２）資産、負債及び資本について 

   当年度末の資産、負債及び資本の状況は、別表２比較貸借対照表のとおりである。 

   資産総額は、２，４６３億余円で、前年度（１，９８２億余円）と比較して、４８１億余円

（２４．３％）増加している。 

   これは、流動資産が２８１億余円、固定資産が１９０億余円、それぞれ増加したことによる

ものである。 

   流動資産の増加は、主に、現金預金が２２２億余円、未収金が５８億余円増加したことによ

るものである。 

   固定資産の増加は、主に、荏原病院の土地売却にかかる年賦未収金の減少等により投資が２

１億余円減少したものの、多摩総合医療センター等の工事進捗に伴う建設仮勘定の増加等によ

り有形固定資産が２１２億余円増加したことによるものである。 

   負債総額は４００億余円であり、前年度（１９３億余円）と比較して、２０６億余円（１０

６．７％）増加している。 

   これは主に、多摩総合医療センター等建設工事に伴い未払金が２０６億余円増加したことに

よるものである。 

   資本総額は２，０６３億余円であり、前年度（１，７８９億余円）と比較して、２７４億余

円（１５．４％）増加している。 

   これは、当年度未処分利益剰余金が３１億余円減少したものの、企業債の発行に伴い借入資

本金が増加したこと等により資本金が３０１億余円増加したことによるものである。 

   次に、当年度における有利子負債及び支払利息等の状況は、表１４のとおりであり、有利子

負債は２０３億余円増加している。 

 

 

 

 

 

（表１４）有利子負債及び支払利息等の状況 

区　　分 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

流動資産（Ａ） 34,022 36,520 40,063 45,433 73,605 

流動負債（Ｂ） 15,445 13,799 15,233 19,353 40,000 

年度末資金残高（Ａ－Ｂ） 18,577 22,721 24,830 26,079 33,604 

(単位：百万円)
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以上の財政状態を財務比率の推移で見ると、表１５のとおりである。 

流動資産の増加率（６２．０％）よりも流動負債の増加率（１０６．７％）が大きかったこ

とから、流動比率は低下している。 

また、多摩総合医療センター等建設工事に伴う企業債の発行により借入資本金が増加してい

ることから、固定長期適合率は前年度より向上している一方、自己資本構成比率は低下してい

る。 

 

（表１５）財務比率の推移 

 

 

 ３ 建設改良事業について 

   建設改良事業は、建設改良工事、器械及備品の整備を行っており、表１６のとおり、予算額

３３１億余円に対し、決算額３１９億余円であり、執行率９６．５％となっている。 

 

（表１６）建設改良事業執行状況 

項  目 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 算　式

流動資産
流動負債

自己資本
総資本

固定資産
長期資本

（注）　１　自己資本＝自己資本金＋剰余金
　　　　２　長期資本＝資本金（自己資本金＋借入資本金）＋剰余金＋固定負債

234.8 

自己資本構成比率 35.2 37.7 40.8 45.8 

流動比率 220.3 264.7 263.0 

83.4 

（単位：％）

184.0 

39.7 

81.6 固定長期適合率 88.0 85.9 84.3 

区　　分 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 執行率(B)/(A)×100 不用額(Ａ)－(Ｂ)

建設改良工事 29,318 28,364 96.7 953 

器械及備品 3,801 3,582 94.2 218 

計 33,119 31,946 96.5 1,172 

（単位：百万円、％）

増　加 減　少

有利子負債 企業債 108,537 25,976 5,593 88,155 20,382 

増（△）減
(Ｃ)―(Ｄ)

支払利息等
支払利息及企業
債取扱諸費

△ 66 

（単位：百万円）

平成20年度支払額（Ｃ） 平成19年度支払額（Ｄ）区　　分

増（△）減
(Ａ)－(Ｂ)

2,424 2,490 

区　　分
平成20年度末
残高(Ａ)

平成19年度 平成19年度
末残高(Ｂ)
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（１）建設改良工事について 

   建設改良工事は、予算額２９３億余円に対し、決算額２８３億余円であり、執行率は９６．

７％となっている。 

   工事の主なものは、多摩メディカル・キャンパス（仮称）の整備（２３３億余円）、がん・

感染症医療センター（仮称）の整備（２５億余円）、精神医療センター（仮称）の整備（４

億余円）である。 

（２）器械及備品の整備について 

   器械及備品の整備は、予算額３８億余円に対し、決算額３５億余円であり、執行率は９４．

２％となっている。 

   整備購入した医療器械の主なものは、駒込病院の高エネルギー放射線治療システム（３億

余円）である。 
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（別表１） 比 較 損 益 計 算 書 

 

 

 

 

平成20年度 平成１9年度 増　（△）　減

金　　額 金　　額 金　　額 率

（Ａ） （Ｂ） (Ｃ)＝(Ａ)－(Ｂ) (C)/(B)×100

医業収益 107,003,963,385 104,958,792,189 2,045,171,196 1.9 

入院収益 64,490,296,749 63,845,533,101 644,763,648 1.0 

外来収益 23,223,433,405 22,672,211,147 551,222,258 2.4 

一般会計負担金 17,648,000,000 16,792,519,000 855,481,000 5.1 

その他医業収益 1,642,233,231 1,648,528,941 △ 6,295,710 △ 0.4 

医業費用 129,534,828,497 127,097,218,805 2,437,609,692 1.9 

給与費 69,376,524,787 68,654,840,125 721,684,662 1.1 

材料費 26,873,550,694 26,539,951,126 333,599,568 1.3 

経費 21,726,125,044 20,567,197,590 1,158,927,454 5.6 

減価償却費 10,499,087,213 10,414,491,143 84,596,070 0.8 

資産減耗費 171,163,380 96,702,786 74,460,594 77.0 

研究研修費 888,377,379 824,036,035 64,341,344 7.8 

医業損失 22,530,865,112 22,138,426,616 392,438,496 1.8 

医業外収益 30,075,533,298 28,087,665,935 1,987,867,363 7.1 

受取利息及配当金 3,072,085,104 3,079,280,795 △ 7,195,691 △ 0.2 

一般会計負担金 1,526,665,000 1,626,815,000 △ 100,150,000 △ 6.2 

一般会計補助金 22,590,562,000 20,723,666,000 1,866,896,000 9.0 

国庫補助金 234,123,150 222,985,000 11,138,150 5.0 

その他医業外収益 2,652,098,044 2,434,919,140 217,178,904 8.9 

医業外費用 5,926,658,935 6,275,398,826 △ 348,739,891 △ 5.6 

支払利息及企業債取扱諸費 2,445,931,402 2,492,287,807 △ 46,356,405 △ 1.9 

繰延勘定償却 492,639,787 479,410,808 13,228,979 2.8 

雑支出 2,988,087,746 3,303,700,211 △ 315,612,465 △ 9.6 

経常損（△）益 1,618,009,251 △ 326,159,507 1,944,168,758 △ 596.1 

特別利益 0 10,992,095,508 △ 10,992,095,508  △ 100

特別損失 0 115,387,300 △ 115,387,300  △ 100

当年度純利益 1,618,009,251 10,550,548,701 △ 8,932,539,450 △ 84.7 

前年度繰越利益剰余金 0 △ 5,827,927,535 5,827,927,535  △ 100

1,618,009,251 4,722,621,166 △ 3,104,611,915 △ 65.7 当年度未処分利益剰余金

　　　　　　　　　　　（単位：円、％）

科　　　　目
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（別表２）比 較 貸 借 対 照 表 

金　　　額　 金　　　額　 金　　　額　 率

（Ａ） （Ｂ） (Ｃ)＝(Ａ)－(Ｂ) (Ｃ)/(B)×100

固定資産 168,331,378,148 68.3 149,273,935,067 75.3 19,057,443,081 12.8 

有形固定資産 142,082,307,226 57.7 120,798,749,169 60.9 21,283,558,057 17.6 

土地 1,735,787,169 0.7 1,735,787,169 0.9 0         0

立木 228,271,369 0.1 228,350,119 0.1 △ 78,750 △ 0.0 

建物 184,647,685,620 74.9 183,811,289,501 92.7 836,396,119 0.5 

建物減価償却累計額 △ 99,669,059,234 △ 40.5 △ 94,894,233,028 △ 47.9 △ 4,774,826,206 5.0 

構築物 8,453,736,328 3.4 8,406,027,740 4.2 47,708,588 0.6 

構築物減価償却累計額 △ 5,504,149,550 △ 2.2 △ 5,265,963,918 △ 2.7 △ 238,185,632 4.5 

器械及備品 64,241,674,285 26.1 62,879,667,127 31.7 1,362,007,158 2.2 

器械及備品減価償却累計額 △ 46,842,856,150 △ 19.0 △ 45,154,602,247 △ 22.8 △ 1,688,253,903 3.7 

車両 74,330,500 0.0 76,095,500 0.0 △ 1,765,000 △ 2.3 

車両減価償却累計額 △ 53,143,510 △ 0.0 △ 50,143,690 △ 0.0 △ 2,999,820 6.0 

建設仮勘定 34,770,030,399 14.1 9,026,474,896 4.6 25,743,555,503 285.2 

無形固定資産 961,974,117 0.4 1,081,284,360 0.5 △ 119,310,243 △ 11.0 

無形固定資産 678,974,117 0.3 1,081,284,360 0.5 △ 402,310,243 △ 37.2 

ソフトウェア仮勘定 283,000,000 0.1 0      0 283,000,000 　　　　－

投資 25,287,096,805 10.3 27,393,901,538 13.8 △ 2,106,804,733 △ 7.7 

年賦未収金 6,942,871,104 2.8 10,600,068,614 5.3 △ 3,657,197,510 △ 34.5 

不動産信託受益権 38,747,951,776 15.7 35,832,303,807 18.1 2,915,647,969 8.1 

不動産信託仮勘定 △ 20,451,678,075 △ 8.3 △ 19,068,448,883 △ 9.6 △ 1,383,229,192 7.3 

その他投資 47,952,000 0.0 29,978,000 0.0 17,974,000 60.0 

流動資産 73,605,070,833 29.9 45,433,531,783 22.9 28,171,539,050 62.0 

現金預金 49,454,321,195 20.1 27,223,462,397 13.7 22,230,858,798 81.7 

現金 50,950,545 0.0 72,268,436 0.0 △ 21,317,891 △ 29.5 

預金 49,403,370,650 20.1 27,151,193,961 13.7 22,252,176,689 82.0 

未収金 23,362,145,564 9.5 17,516,540,579 8.8 5,845,604,985 33.4 

医業未収金 17,589,075,942 7.1 16,914,588,056 8.5 674,487,886 4.0 

医業外未収金 678,203,475 0.3 225,096,083 0.1 453,107,392 201.3 

未収消費税及地方消費税還付金 79,724,800 0.0 73,635,300 0.0 6,089,500 8.3 

その他未収金 5,015,141,347 2.0 303,221,140 0.2 4,711,920,207 　　　　－

貯蔵品 787,334,875 0.3 692,847,127 0.3 94,487,748 13.6 

材料 765,631,302 0.3 670,595,203 0.3 95,036,099 14.2 

その他貯蔵品 21,703,573 0.0 22,251,924 0.0 △ 548,351 △ 2.5 

その他流動資産 1,269,199 0.0 681,680 0.0 587,519 86.2 

前払金 1,269,199 0.0 681,680 0.0 587,519 86.2 

繰延勘定 4,449,308,744 1.8 3,559,788,826 1.8 889,519,918 25.0 

控除対象外消費税額 4,449,308,744 1.8 3,559,788,826 1.8 889,519,918 25.0 

控除対象外消費税額 4,449,308,744 1.8 3,559,788,826 1.8 889,519,918 25.0 

資産合計 246,385,757,725 100    198,267,255,676 100    48,118,502,049 24.3 

平成20年度 平成19年度 増　（△）　減

構成比 構成比
科　　　　　　　目

　　    　（単位：円、％）

 

 



 - 17 -

 

 

 

 

金　　　額　 金　　　額　 金　　　額　 率

（Ａ） （Ｂ） (Ｃ)＝(Ａ)－(Ｂ) (Ｃ)/(B)×100

流動負債 40,000,994,973 16.2 19,353,947,137 9.8 20,647,047,836 106.7 

未払金 40,000,033,537 16.2 19,353,405,859 9.8 20,646,627,678 106.7 

医業未払金 9,987,812,886 4.1 10,128,085,887 5.1 △ 140,273,001 △ 1.4 

建設改良未払金 28,555,524,367 11.6 7,724,853,795 3.9 20,830,670,572 269.7 

貯蔵品購入未払金 1,414,778,454 0.6 1,443,222,415 0.7 △ 28,443,961 △ 2.0 

過誤納還付金 16,263,886 0.0 3,096,590 0.0 13,167,296 425.2 

その他未払金 25,653,944 0.0 54,147,172 0.0 △ 28,493,228 △ 52.6 

その他流動負債 961,436 0.0 541,278 0.0 420,158 77.6 

預り金 950,936 0.0 529,678 0.0 421,258 79.5 

その他流動負債 10,500 0.0 11,600 0.0 △ 1,100 △ 9.5 

負債合計 40,000,994,973 16.2 19,353,947,137 9.8 20,647,047,836 106.7 

資本金 198,136,699,623 80.4 168,031,931,151 84.8 30,104,768,472 17.9 

自己資本金 89,599,084,043 36.4 79,876,462,877 40.3 9,722,621,166 12.2 

借入資本金 108,537,615,580 44.1 88,155,468,274 44.5 20,382,147,306 23.1 

企業債 108,537,615,580 44.1 88,155,468,274 44.5 20,382,147,306 23.1 

剰余金 8,248,063,129 3.3 10,881,377,388 5.5 △ 2,633,314,259 △ 24.2 

資本剰余金 6,630,053,878 2.7 6,158,756,222 3.1 471,297,656 7.7 

受贈財産評価額 2,825,205,254 1.1 2,822,586,736 1.4 2,618,518 0.1 

国庫補助金 3,549,274,799 1.4 3,082,844,577 1.6 466,430,222 15.1 

その他資本剰余金 255,573,825 0.1 253,324,909 0.1 2,248,916 0.9 

利益剰余金 1,618,009,251 0.7 4,722,621,166 2.4 △ 3,104,611,915 △ 65.7 

当年度未処分利益剰余金 1,618,009,251 0.7 4,722,621,166 2.4 △ 3,104,611,915 △ 65.7 

資本合計 206,384,762,752 83.8 178,913,308,539 90.2 27,471,454,213 15.4 

負債・資本合計 246,385,757,725 100    198,267,255,676 100    48,118,502,049 24.3 

平成19年度 増　（△）　減

科　　　　　　　目

　　　　　　　　　　　（単位：円、％）

平成20年度

構成比 構成比


